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日本外来i賓両創刊10週年耐賀

猪子先生閑話

題

外科賓画モ創刊後正ニ10年ヲ経過シ，

先ゾ順調ニ護達シッ、アJレノハ，御同様

慶賀ノ至リデアリ？ス。ソレニツキ今回

記念ノ：鵠ニ吾々同人ノ；敬愛措カザJレ，猪

子先生ユ想ヒ出夕佳ノ御話シヲ乞ヒ，藤

浪講師ニソレヲ本記シテ貰ヒテ連載スJレ

コトニ致シ 7 シタ。

此ノ様ナ機曾ニ思ヒ出サレテナラヌノ

ハ孝粧ノ胃頭テアリマス。 『仲尼間居 L

曾子侍坐ス。子日ハク，参ャ，先王ハ至徳

要道ヲ有シ， ソレヲ目、テ天下ヲ引い，民

ハソレヲ用ヒテ和睦シ，上下ニ怨無シ，

汝ハソレヵー何デアルカヲ知｝~乎。曾子驚

fテ自席ヲ酔ク，師ノ正面ニ鞠駒敬鵡シ

テ日 ク，参ハ不敏，何トアソレヲ知Jレニ

足ラ ン乎《子日ハ ク，夫レ孝ナルモノハ

j悪ノ ：本ナリ．教ノ由ツテ生スワレ所ナリ．

坐席ニ復レヨ，吾ユ Jレユ Jレ汝エ語リ聴カ

セン。』

語ハ簡軍デアJレガ，意味ハ深長デ首時

ニ於グル孔子ャ曾子ノ態度ヤ働作ガ員ニ

眼ニ暗へJレ様デアリ？ス。

今ノ時ニ此ノ様ナJレ立探ナ市シテ温柔

ナ情景ヲ現出シ得Jレ師弟ガ何虚カ＝ア Jレ

デアロクカ，沈思献考ノ鶴＝閑居 スJレ師

僻

ナドハ殆ンド無クテ多クハ何物カヲ遁ウ

テ営々業々席ノ l瑳？ノレ無キイ1様デア Jレデ

アロウ。

r:市ニ日スルコトヲ紫ムナドノ弟子モ亦

タ何庭カニア Jレデアロワヵ，十ノ八九ハ

只自分ノ：利慾ノ鵡ニ師ヲ利用シ白Iiヲ賓リ

師ヲ裏切Jレコトヲ何トモ思ハヌ者共デア

Jレ。

併シ多数ノ門生ノ中ニハ真貫ニ削i恩ヲ

忘レ得ずJレ者モアJレデアロウ。時ニ L往

イテ師ニ侍セ ン「ト欲スJレノ情切ナ Jレモ

ノアリテモ，行路難クシテ貫現シ得ヌコ

トヲ嘆ジア居Jレ者モアJレテア円ク。其様

ナ門生共二二トリテハ猪子先生ノ物語リヲ

讃ムコトハ大 ナJレ慰籍トナリ，親シク先

生ニ面スJレノ思ガアJレデアロク。

精子先生ト元来師弟関係ノ無キ人々ニ

向ツモ亦タ前記孝経ノ胃顕ニ浮ピ出テ居

Jレガ如キ一種ノ情景 ト結ピ着クテ，先生

ノ閑話ヲ聴クナラパ自ラ瑳明ス Jレ所多ク

シテ言外ノ趣味夏ニ津々タルモノガアJレ

デアロウ。

昭和8年7月

緒子伊藤雨教授記念含

代表者 烏潟隆三

京都帝国大別持部講師 藤浪修一筆記

第 l 話

デハ思ヒ出シタ佳ニ話シテ見ヨウ。ソウスJレト本邦外科／蓮歩ノ有様式f大関分Jレグラ
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ゥ。然シ話ヲス Jレト言ツテモ，何ノ筋書モ無ク．思ヒツイタ僅ニ物語Jレノグカラ，年代モ

自ii後＝ナツタリ，叉ハツキリセヌコトモアルシ，叉重要ナコトデアリナガラ止、レテシマツ

タコトモアルダラウガ， ソノ型占ハ手文f受シテモ ラヒタ 4。

自分ガ大皐東校ニ入ツタノハ明治7年ダツタ。ソ／頃大串ニハ Hojfηlαnn トM叫んT ト

云フ2人ノ潤逸人ガ居タガ，此ノ人々ーハ教ハラナカツタ。唯 Hoffmαnnニ鴨酪検査ヲ受

タタガ，胸間，身長，鴨重守；ヲ計Jレ位ノ簡躍ナモノダツタ。 コノ 2人ガ蹄ツタアトェ，

Baelz ト晶んultze トカ”ヤツテ来タ。

コノ δichultzeハプロシヤノ軍曹デ非常ナ秀才， ソノタメ選バレテ英国ノ Lister ／許ニ

波遣サレ，防腐法ヲ始メテ （明治4'.I'-)樹逸ニ輸入シタ人ダ。蹄ツテ閉そナク（明治8年），

Bismark J 推察テ 日本ヘヤツテ~タ／グ。 ダカラ日本ニ防腐法ハ樹逸ト同 ジ位ノ年代ニ輪

入サレタモノ テアル。

コノ人ハ非常ナ↑車識デアリ，叉i理論格然トシ内容盟高ナ講義ハ興味アルモノデアツタ。

カ、質際的経験ニハ乏シカツタトミへ． fず手術 トナ Jレト．大狼mへニ娘制へア，助手ヲ叱
ウロタ ワロ

リ飛パスハ，看護婦ニ怒鳴リツ ナルハ ト云フイf*1~ 7，ソノ鵡手術ハ釜々紛糾シテ来Jレ。コ

レヲ見テ，外利ノ理論ハTulir’Iiカ＼手術ガコシナニ犬蟹ナモ／ナラ，到底自分ニハ外科ハ

出来ヌモノト思ハセラレタ。 ， 

トコロガ，明治14年ニ Scriba先生ガ Schultze ノ代リニ来朝サレタ。コ J先生ハ儀リ鰭

舌ノタツ方デナカツタガ，手術ヲ犬録業ニヤツテノク ラレタ。前ノ Schultzeトハ全然反封

デ手術中ニ助手ヤ看護婦ニ怒鳴Jレコトモ無ク．落チツ 4テ手術ヲ行ヒ，他人ガ見テ牽モ周

章テ Jレ様子ハナ f。此ノ先生ノ手術ヲ見テ，手術ハ商iニ思ツテ居タ程困難ナモノデナ f ト

分カツタ。

首時 Baelz先生ガ内手：1串 ヲ講ジテ居ラレタ。講義ノ仕カ・ハ ＆ribα先生ノヨリモ商白カ

ツ夕方，何シロ賞時ノ内利ハ今日程準歩シテ居ラズ，瞭昧ナコトヵ・多カツタ。反之，外科

／理論ハ間白イシ，手術ハ型軽ナモ／デアルト思ハセラレタカラ，自分ハ外利ヲ撰 ング。

向， Schultzeト島内・bα 雨先生ノ手術ヲ見テ，『手術中ノ冷静」ガ手術者ノ ！覚悟デナナレパ

ナラヌト考へタ。手術中ニハヨク困難ナコトヤ思ヒガアナ 4コトニ出曾ハスガ，ソノ時決

シテ周章狼狽シテハイクナ f。叉タトへ心／中デ困惑 シテモ，之ヲ外ニ現ハシ，スク’助手

ヤ看護婦ニ営リ散ラシタリスルト，ソレダク手術ヲ困難ニサスグタグ。手術ハ冷静ニヤツ

アノナネパナラヌ。自分ハ此ノ費悟ヲ守ツ テ来タガ，今後ノ外科署モ，コレヲ心掛ナテ守

Jレペキグ。

自分ノ大男往生時代ノ外科患者ハ主トシテ四肢ノ殊ニ慢性疾患．例之，骨ャ開節ノ結接デ，

ソノ他極ク稀ニ乳房腫蕩，尿道狭窄， k顎骨叉ハ舌／腫蕩等デ，品ribα先生ニナツテカラ
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時々卵巣護服切除ガ行ハレルヤウニナツタ。

；百；時大製ノ手術揚ハ講堂粂mデ不清潔樹？ツタ n 此底デ手術ヲ行へパ，必ズ創f易体染ヲ

＊タスト云フ到底使用ニ耐ヘラレヌモノデアツタ。 ソレデ Scribα先生ハ本イテ居ル病室

ヲ奇麗エ掃除サ セ， Jl：応デ卵巣袋腫切除等ノ大手術ヲシア居ラレタ。部屋ノ大サハ15-6~集

散位ノモノタツタラウ向感生ハ共産へ入レテモラヘナカツタ。ガ或時自分ハ懇願シテソノ

手術場ニ入レアモラヒ，卵巣’翼腫切除ヲ見タ。此ノ時ヨレハ容易ナモ／ダ，コレ位ナラ自

分モヤツテノナラレJレト云フ自信ヲ持ツタ。

然シ Scribo先生ノ手術成績・ハ集ノ泰ナ程悪カツタ。 ソレハ手術揚ニ防腐設備ナド全ク

1n~ ク不消ト潔制 7 ）レ上ー，手術ニ聞係ス Jレ助手，宥護婦ニ防腐ノ観念ガ充分ニ教へ込？レテ

ナカツタカラデア jレ。

此ノ様ニ Seribα先生ノ行フ開腹術モ卵巣手術ニ限局サレテl"iタj:f, 然シ大製以外デハ

手術ラシイ手術ヲショウト思ツテモ，ソノ設備無ク，叉手術ノ ti＇，来 Jレ人間モ居ヨナカツタ。

斯ノヤウナ紙態ノ大・堕チタト干；lヲ製ピ，明治15年卒業スルヤ直チニ京都附立曹皐校ニ赴任

シテ来タ。此底ニ来ア篤イタ Fハ講堂ノ ：立減ナコトタツタ n 教壇ニハ黒漆塗ノ欄干ナドが

ツfテ居テ大慶ニ立i民テ．講義ヲ スJレノガ恥ッーヵシイ位ダツタ。然シ手術揚ハ矢張リ防腐設

備ノ無イイ~ii!ii紫ナ製iデハ大皐ニ劣ラ ；＞＜ 'j"f._ デアツタ。叉醤帥ニシテモ濁逸人／ δ＇che' eナJレ

男ガ醤墜校ニ聴セラレテ居タカ事，此ノ人ノ、内科醤デ外科ニハ手ヲ出サズ，宇井（澄）院長ガ

専問ノ内科ノ傍ヨ外科ヲヤツテ居タ。外科ト三ツテモ手足ノノj、外科エ過ギナカツタ／ハ勿

論デアル。

ソコヘ自分が赴任シテ来タ／夕、、が，詰・時病院ト J宍校トハ同一ノ建物ノ if~ ニアリナガラ，

雨者ハ互ニ濁立シ夕食ク別個ノモノデ，撃校ニハ~fj ンド患者ハ居ラナカツタ。ソコデ自分

ハ病院カラ施療患者ヲ 5-6人借リ受ナテ講義ヲシテ居タガ， ソノ患者モ自慢性／代物パカリ

デ手術ノ行へJレモ／ハ無カツタ。

ソレテ自分方、！始メテ手術ヲシタノハ明治1fi年女。＇ I：井院長カラ足ヲ切断セヰパナラヌ患

者カ’アJレガヘヤツテ見テ央レヌカト輯？レタノデ，ヤツテミヨウト引受クタノダガ，コノ

トキハ相官； 7 ゴ、ツイタ。 ；本2回目ハ明治17年ニヤツ九之モ宇井院長カA卵巣謹腫ノ患者ガ

アルガ，ーツ手術ヲ試ミナ fカト言ハレ，自分モ事生時代ニ品・ribα先生ノ手術ヲ見，之

ナラパヤレJレト云フ自信ヲ持ツテ居タノデ早蓮之ヲ承諾シタ。 トコロデ手術揚ハ前ニモ言

ツタヤウニ不清潔デ使へ j 1ガ， J －鹿~ノ時，品lwube 研究室ガ室 4 テ居リ， 比較的奇麗

すツタ ノデ，ソコヲ使用スルコトニシ，掃除サセ，床カラ天井マデ拭カセタ。

手術ニ開係スルモノハ，先ヅ風呂ニ入リ，洗濯シタテノ浴衣ヲ着，手ヤ手術野ハ石鹸ト

石炭酸デ充分ニ洗ヒ，且，手術中川手術野ニ石炭酸ノ噴霧ヲ注ク’ヤウニシテ行ツタ。コノ
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石炭酸噴霧ハソノ後1年程原則的ニ行ツテ居タカコ後之ヲ止メテ見タトコロ手術成績（創傷

停染）ニハ襲リガナイノ テ，爾来石炭酸噴霧ヲ使ハナカツタ。

コノヤクニシテ手術ヲシタガ，卵巣麗腫切除法モ今トハ大分ヤリ方ガチガフ n ~p，開腹

~ 

Klam皿ernach 

シテ先プ彊腫ヲ腹腔外ニ脱出サセ， ソノ；輩ヲ命encer-Weli必’ Klammerデ

挟ミ，ソ／錦子ヲ腹腔外ニ奈1＋~シ錦子ニ接シテ草ヲ切断シテ裳腫ヲ切除ス

JレノデアJレ。次デ腹壁ヲ縫合スルノタガ，腹膜ト葦トヲ縫合シ，草ノ断端

ヲ錦子ト共ニ腹壁外ニス Jレ。錦子ハ草ノ；壊死ト共ニ， 1遡間程デ脱落シ疲

痕ヲ残シテ治Jレト云フ次第ダ。コノ草ヲ現今行ハレテ居Jレヤクニ，腹腔内

：置4テミタノハ明治19年夕、ツ タト思フ。ソレカラハ．此ノプfガ成績モヨ

Sp四 cer・Well• 4ノデ鈴子ナドヲ用ヒヌヤウニナツタ。

此ノ手術ハ甚ダ良好ナ結果ヲ牧メ得タ。卸，手術ノ成績ガ良bツタノミナラズ，ソノ：鴎

昔カラ不治ノ病トサレテ居タ腸満ガ腹ヲ開タテクロリト治ルト云ツテ町ノ人々ノ評判ニナ

リ，ソレカラハ手術ヲ望ム患者ガドシドシ来Jレヤウニナツタ。

明治18年ニハ病院ノ方モ自分ガ引受クルヤクニナリ，ソノ頃子宮筋腫摘出術モ行ナツ

タ。叉，首時国ツタノハ牌肥大ヲ件ツタ白血病患者ガヤツテ来テ，腹 I大キイ病気ガ手術

デ治Jレ相ダガ，私ニモ手術ガシテ頂キタイ。自分ハ手術ノ効ナキコトヲ説4テモ，患者ハ

手術サへシテ貰ヘタラ，死 ンテモ本望ダカラト強ツテ懇願スJレノデ，不止得牌摘出ヲス Jレ

コトニシタ。

其ノ時代ニハ未ダ今ノ様ニ手術術式ニ決？ツタモノモ無ク，従テ満足ナ手術書モj照カツ

九時四肢切断術血管結紫法ナドガ害イテア JレEsnmrc/i ノ筆陣外科手術書ガアツタ位，

叉雑誌ハ営時ニモ可ナリアJレコトハアツタガ，相情クコチラニ買フダク f '."r）：ガ無ク，僅カ

ニ Langenbeck 1 Archiv トZentral bl attデ新智識ヲ獲テ居タ程度ダ。ソレデ自分ハ手術ノ

而jニハ何時モ解剖ヲヨク勉強シア，ソレカヨ手術方法ヲ案出シテハ手術ヲ行ナツタモノ

夕、。然シ此ノ頃ハ大盤ニ忙ガシカツタ。外来患者ナドハ！｜国番ニ並ペテ置 fア片端ニコチラ

カヨ診テ廻リ．手術モ自分デヤラネノ、ナラヌシ， ソレカ終ツテカラ訂ー護婦ニ雲洞ヲ持タセ
がシホリ

ア廻診スルト云フ有様テ大鎚忙ガシカヅタ。ソレデ本ヲ競ンダリス Jレノハ極ク僅ノ眼ヲ縞

ンアヤル／ダガ，ソンナ時ノ方ガ、頭ニヅートヨク入Jレ。緊張シテ居タカフダ。ソシテ疲レ

モシナィ。忙ガシィ，忙ガシ 4トヨク人ガ云フガ，コンナ時ニ，少シノ時ヲ割イア勉強シ

夕方ガツ、Jレツソレペツタリエヤノレヨリズート頭ニ入リ，能率モ kル。忙ガシ fノハ結構ナモ

ノ夕、.0 

叉傍道ニ話ハタトレタガ，此ノ牌摘出モ解剖ヲニt：蓋ニ シテ行ナツタガ，後出血ノ震ニ. 2 
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3日テ患者ハ死亡シタ。

明治20年頃ニ腎腫蕩ヲ取ツタ。 首時腎摘出ハ Simυn氏切開ニヨ Jレモノトサレテ居タガ，

此ノ；揚合腫蕩が大キクテドク シテモゐiiuwn氏切開デハ摘HllH＊ヌノデ窮ンタアグク考ヘ

テ斜切開ヲ加ヘテ摘出シタ。此ノ切開法ハ後 Be1・gmα品川ノ 言 ヒIHシタ斜切開ニ一致シテ居

タ。 トヨログ取リ出シタ Jレ腫蕩ヵー何物デアノレカカ＼ ソノ時ドク シテモ解ヨナカツタ。アJレ

所ハ痛ノヤウタ シ， アル所ハ肉腫ダ。今カラ考へア見Jレト混合腫ダツタノダ。

此ノ手術ヨリ少シ白Ii明治19年頃夕、、ツタラワ，食道癌ノ手術ヲシ タロ頭部食道癌ダアツ夕

方「，勿論昔時食道外科パ他ニ徐リ試ミ ラレテ居ラズ術式トア決7 ツタモノハナカツタ。自

分ハ例ノ通リ解剖ノ智識デ癌部食道ヲ切除シア，食道凄ヲ設クタ。

患者ハ3週間程生存シア居タガ，獄烈ナ下痢症ヲ護シテ刊亡シ告。自分トシア，食道癌

ノ手術ハ之が最初デ，叉最後デアJレ。

明治23年頃ニ至ツテ喉頭癌患者ニ喉頭全摘出ヲ試ミタ。丁度ソノ時，器械屋一人工喉頭

ヲ持ツテ居Jレノカ』 アツタカラ，早速之ヲ買ツテ使ツテ見タ。／ I~＊合タカ ヨ ピツタリトハ遁

合セナカツタガ，之ヲ用ヒ Jレト金属性ノ聾ヲ費ス Jレノグ何度カ此ノ患者ヲ供覧シタ。此／

人工喉頭ハ府立醤大ニ残ツテアJレ筈ダガ。

コノヤクニ他ノ所ヨリ比較的早ク困難ナ手術ヲ試ミテ居 タモノ タ。コレデ京都大墜ニ至

Jレ？デノ話ヲスルト今日ノ外科ニ至Jレ迄ノ進歩ノ有様ヵー解Jレダラワト思フガ，次回ーシヨ

ウ。

第 2 孟
白

a
z
E
 

今時ノ人ハ繍帯材料ナドハ何トモ思ハズニ使ツテ居Jレガ，自分カ’京都ニ来タ時ハ，綿紗

ト云へパ舶来品シカ無ク，非常ニ高償テ佑・月jスJレニハ不粧梢 デ困リ， ソ／代用品ヲト色々

ト工夫シタモノタ。

始メ常用ニハ矢張リ舶来／所謂LサJレチ一ル寸綿ヲ使ツテ居 九 ノト、サ 4子Lヲ津山ニ穿ナタ

しクd ツタペJレカ

商エ置キソノ上カラ此／しサJレチ一Jレ「綿ヲ・，；：＼・テ JレJ j、。

綿紗ヲ内地デ作ラセテ見タガ，反ツ テ高1頁ナモノニナリ，製校ナンカデハ用ヒ Jレコトガ

出来ヌ。ソコデ何カ廉償デヱ合ノ fI；イモノハナイカト色々試 ミタ。

＇，＼：；ツ’第 1ニ息ヒツ 1？ノハ崎心タ。之ハ失敗合ツ タ。モ紺l管腔カツ！、サスギテ膿ナドハス

クJ ニfiNツテシ7 ウ。鋸屑モ使 ツテ見タガ，之モ膿ヲ少 シ吸フト塊ーナツテ不都合ダシ，藁

茨ハドウモ始末ニ悶Jレ。比較的ヨカツ タノハし水警「夕、.0 岩行方自.J it!!.ニイクラデモアルノ

デ，百姓ニ探ラセタ。コノ 7.K帯ノ 草ノ所ダクヲヨク洗ツテ，煮テ，袋ノ 11~ 一入レ，之ヲ昇

氷水ノ 1j.1ニi責クテ置キ，用時之ヲヨク絞ツ テJ患部品アア Jレノ タ。之ヲ何度モ洗ツテハ再製
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シタ。然シ水苔ハ結局膿汁分泌／多イ患者ニ用ヒ，ソノ他ハ矢張リ綿ヲ使ツタ。

ガ「，コンナ事デハ仲々創傷停染ガ多カツタ。然シ明治20年頃防腐法ヨザ無菌法ニ操作jl

韓向シ，創商ヲ石炭酸ノ：如キ防席側デ洗ハヌヤウニナツテカ ラ， 1期癒合ヲ来シ得ルヤウ

ニナツタ。

丁度其ノ頃自分ハ諸方ノ手術成績ヲ集メア見タ コトガアル。 Liswrヲ生ンダ英園ハ防腐

法／本揚デアルニモ拘ラスコ防腐法反射者ガ多カツタ。然シ St.Thomas Hospital (London} 

ノ如キハ何等防腐法ヲ施シテ居ラヌノニ，比較的防腐法ノ普及シテ居ル濁逸ノ Klinikョ

リモ手術成績がヨ 4。自分ハ何故ニコ ンナ矛盾シタコトが アルノダラワカト考へテ見タ :Ji'

解ラナカツタ。トコロガ，後明治25年＝彼地へ行ツア，寅際ノ紋態ヲ見テ始メテ成程トソ

ノ理由jj氷解サレタ。

igp, St. Thomas Hospitalニ行ツテ見タトコロガ， 其鹿ノ手術揚ニシロ機柚ニシロ甚ダ

清潔ニシテアJレ。コレヵー英園人気質 ナンダラク。理屈抜キェ清潔ニ シテサへスレパ手術ノ

成績ハヨ f。結果サヘヨクレパ，ソンナ七面倒ナ防腐法ナドハ不要ダト云ヒナガラ，知ラ

ス、知ラズ無菌法ニ近1:J トヲシア居タカラ，手術ノ成績ーハヨカツタノ タ。反之，猫逸デハ

防腐法が行ハレテ居Jレト云ツアモ，共ノ l奨ノ調逸ノ病院ハ大部分兵営ヲ改築シタモノデ，手

術揚ハ大襲不清潔ナ号 1ダツタ。自分モ方々／手術揚ヲ見テ廻ツタガ防腐法ニ趨ツア居Jレ

ト忠ハレタノハ， Hamburg トHalle位 j モノデ他ハ同ジヤクニ汚ナカツタ。自分ハ或時

股開節脱臼デi有名ナ Lorenzヲ訪レ，手術ヲ見セテ臭レト額ンダ時 Lorenz自己モ此ノ ーに

事ノ手術揚ハ不清潔デ到底手術ハH~来ヌカヨ， Lorenz 自身 J Privatanstaltデ手術ヲスルカ

ラソコへ＊テ央レトHツタ位ダ。手術揚ガ斯犠ニ不清潔テアルト同時ニ．猫逸ニモ Ui1:1ter

／防鴎法ニ・反封者ガ津山アツタ。 βi!frufItモ反針者ダツタガ，防府法ノ方ガ・成績ガヨ 1J 

プ，後ニ仕方ナシニ防腐法ニ！昌シタカツソレデモ手術ノ時屡々手ヲ洗フノヲ忘レ，助手ニ

注意サレテ，し才一． ソーソ－.，トぷツタ調子デ アル。

ダカラ防腐法ノ普及シタ調逸デ手術成績ノ謡カツタノハ首然タ。

自分モ澗逸へ行ク前カラヨ f手術揚ノ必要ヲ感ン，調逸ノ方々ノ 手術場ノぷよ｜ヲ取寄セ

テ見タ :Jl，此レト云 7 Iガ無ク，叉洋行蹄リノ人々ニ聞イテ見タガ， 或ハi畢生トシテ彼t也

デ撃ンダダナデ出来上ラナカツタ人デアツタリ，或ハ既ニ出来上ツテ猫逸ニ留感シ 2人デ

モ，斯カル方面ニハ関心ヲ持タナカツタリシ T，や1JI参考ニモナラナカツタ。

ソレデ自分デ工夫シテ自己流ニ努ツタノガ，府立曹人ノ手術揚タ。今モソレガ使）11サレ

ア居Jレデアロク。床ト周ノ壁ヲ下カラ 3尺程石墨トシタ。室ノー偶ニ階段ヲ設ク，共鹿ニ

畢生ヲ立タシテ手術ヲ見ルヤタニシ．決シテ手術華ニハ近寄ラセナ 4ヤタニシタ。手術場

デ一番困ツタノハ媛蝿ダ。共ノ時ハ」スチーム寸装置ハ手ニ入ラナカツタシ，室ノ中デ，Lス



盟主

トープ「ヲ焚クト按ヵータツシドクモ困ヅタ。ソノ泉街］，壁ノ＊ニ・k.キイ丸型 Lストープ1ヲ

埋J，ソ／脊i:[1ヲ手術揚ノ方ニ現ハシ，火ハ隣室デ焚クヤクニ Lタ。ソシテLスト一戸 J

周ハイiデ轟7 七夕。
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ソレガ，後日ニ至リ火ヲ焚キスギテ壁ニ火ガツキ，火事騒ギヲ シ， ソレデ蒸気ヲ用ヒル

コトニシタ。丁度ソノ頃踊岡テ Heizk6rperカ、製fi：サレJレヤワニナツタノテ，早蓮之ヲ取

友セア手術場ニ据エツクタガ，サテソノ 蒸気 ア ドク 4ク風ニ釜ノ ；方ニ戻シテ蒸気ヲ循環サ

セルカドクモ解ラヌ。技師モ居ラヌシ，叉工夫モ出来ナカツ タノデ，一度使ツタ蒸気ハ y

ノ佳放出サセテシ 7 ツタ。

此ノヤウニシテドヲヤラ防腐設備ノ幣ツタ手術揚ニ作リ上ゲタ。

手術揚ニ就テ自分ハ以前人ニヨク言ツタコトダガ，木造ノ手術揚ハ 5-6年目毎ニ新川

ノト取替へ夕方ガヨ fト考へテ居タ。ソレハ前後2回自分ハ新シイ手術揚ヲ持ツタガ、，ソ／

新シ 4手術揚ニクツツタ都度，手術ヲ前ト同ジヤワニシテモ，前ヨリモ成績ガヨク，日ガ

タツト共ニ悪クナ Jレ。

コレハーニ手術揚カ、汚ナクナル鴎ト，モワーツハ手術揚ニ関係 スル人ノ気持ガチガフ。

帥， fJrシイ間ノ、知ラス．知ラス’ニ清潔ニスJレカ－，古クナ Jレトソレカ、、疎カニサレJレカラタ、、

今／大喜！！ J手術揚ナドハ立．減ナモ／ デ5一6年目 'l:jニ壊J、スt必、要ノ、無イjf，清潔ニス Jレコト

ハ常ニ心掛クオ、バナラヌ。 （以下獄ヲ逗ウテ績載）
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